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	仲間と学び、考え、杉戸をもっと好きになる
	当たり前だと思っていた町の景色も、誰かと語り合えば「新しい発見」に 変わります。杉戸町をもっとよく知り、仲間と一緒に、未来に向けたアイ デアを形にしてみませんか？「聴く」だけの講義から一歩踏み出し、対話 を通じて町と繋がる新しい学びの場、それが「すぎと町民大学」です。
	募集概要

	先輩受講生の声
	(令和７年度アンケートより抜粋)
	令和８年度すぎと町民大学　学習計画

	STEP1
	知る つながる
	町の現状や課題などを知る期間
	５月 ： 入学式＆記念講演 　　　 「私の地域活動“マイ・プロジェクト”（仮称）」
	６月 ： 杉戸町の町の現状や課題 　　　  中心市街地活性化と街歩き
	７月 ： 杉戸町の防災(地域の安全を考える)


	STEP2
	探す 深める
	STEP1で得た知識をもとにアイデアを育てる期間
	９月    ： 中間振り返り・学生間共有
	１０月 ： 杉戸宿巡り(フィールドワーク)
	１１月 ： 地域福祉と支え合いの現場(フードパントリー)



	STEP3
	描く 踏み出す
	前のSTEPで育てた自分の考えを形にする期間
	１月　 ： アイデア・ワークショップ
	２月　 ： アクションプランのブラッシュアップ＆発表準備
	３月    ： 卒業式＆アクションプラン発表会



	特別講師の紹介
	東京富士大学イベントプロデュース学科准教授。専門はイベント   制作、コミュニティデザイン。各地で地域の魅力を引き出すワーク   ショップを主導。本講座では、Step3のワークショップを中心に、   皆さんのアイデアを形にするプロセスをサポートします。
	先生からのメッセージ： 「この町で何か始めてみたいけれど、自信がない。そんな思いを抱えている方にこそ参加してほしい学びの場です。ここでは、一人で頑張るのではなく、仲間とともに学び、考えながら形にしていきます。皆さんの「ちょっと気になる」という気づきを、まちを変える第一歩にしていきましょう。」

	「マイ・プロジェクト」とは？
	何か大きなことをしなければと気負う必要はありません。日常生活 の中で「もっとここがこうなればいいのに」と小さな課題に気づくことはありませんか？その「町の小さな課題」にあなたの得意なことを 掛け合わせて、自分なりの解決策を形にしてみる。それがマイ・プロジェクトです。
	例えば・・・   「一人暮らしの高齢者が増えている(課題)」×「料理が好き(得意)」     ⇒地域のつながりをつくる「おすそ分けレシピ」の配布
	「知ること」から一歩進んで「動いてみる」こと。その小さなアクションの積み重ねがあなたと地域をつなぐ確かな力になっていきます。まずはあなたの「気づき」から杉戸での毎日を少しだけ心地よくする活動を始めてみませんか。
	問合せ先
	杉戸町教育委員会 社会教育課  ☎ 0480-33-1111 内線492    ✉ syakaikyoiku@town.sugito.lg.jp


